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叢
林
拾
遺
に
つ
い
て

叢
林
拾
遺
三
巻
二
冊
は
、
建
仁
寺
塔
頭
爾
足
院
藏
の
筆
篤
本
に

て
、
東
漸
健
易

(
一
三
四
三
～
一
四
二
三
)
の
著
書
で

一
名
、
東
漸

略
清
規
、
叢
林
拾
遺
略
清
規

東
漸
清
規
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

叢
林
拾
遺
三
巻
に
つ
い
て
、
先
つ
目
次
を
あ
げ
て
み
る
に
、

巻

一
に
は
、
佛
降
誕
。
佛
成
道
。
佛
浬
葉
。

達
摩
誰
。
開
山

忌
。
嗣
租
師
忌
。
歴
代
前
住
。

土
地
火
徳
。

四
節
別
式
。

結

制
。
啓
建
榜
嚴
會
。

戒
騰
牌
。

解
制
。
満
散
榜
嚴
會
。

施
餓

鬼
。
冬
至
。
四
節
通
禮
。
衆
寮
特
爲
湯
。
土
地
堂
念
調
。
庫
司

特
爲
湯
。
開
山
調
経
。
小
参
。
五
更
禮
儀
。

巻
二
に
は
。
祝
聖
調
経
。
赴
腹
堂
。
上
堂
。
巡
堂
。
方
丈
特
爲

湯
。
乗
沸
禮
儀
。
列
職
交
替
。
雨
序
進
退
。
待
者
進
退
。
雑
務

進
退
。
大
小
掛
塔
。
勤
薔
参
暇
。
衆
檜
掛
塔
。

春
三
に
は
。
月
中
須
知
。
請
寮
主
。
朔
望
上
堂
。
五
参
上
堂
。

三
八
念
請
。

臨
時
行
事
。

普
読
。

所
疇
。

住
持
出
入
。
坐
縄

(坐
参
、放
参
)。

入
院
儀
式
、
東
堂
西
堂
式
、
迭
亡
式
、
前
住
遷

化
式
。
附
大
鑑
縄
師
小
清
規
。

と
あ
る
。
勅
修
百
丈
清
規
の
如
く
組
織
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く

所
謂
叢
林
の
拾
遺
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此

の
書
物
の
成
立
年
代
で
あ
る
が
、
駿
文

・
序
文
な
ど
は
無
く
、
成

立
年
代
さ
え
明
記
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
故

に
文
中
よ
り
推
量
す

る
以
外
に
な
い
。
巻

一
の
戒
騰
牌
の
頃
に
、

但
寮
元
牌
十
三
日
衆
寮
颯
経
掛
之
不
下
不
書
知
事
名
構
檀
林
無

雑
樹
蒼
萄
林
無
絵
香
也
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蒼
萄
林
と
は
南
暉
寺
十
境
の

一
で
あ
る
衆

寮
の
こ
と
で
、
現
在
の
南
琿
寺
専
門
道
場
が

こ
れ
に
あ
た
る
。
つ

ま
り
東
漸
健
易
の
南

暉
寺
住
世
は
慮
永
十

七
年

(
一
四
一
〇
)
八

月
十
九
日
で
あ
り
、
後
天
授
庵
の
事
を
管
し
、
又
南
潭
寺
塔
頭
回

輝
庵
を
甥
め
て
退
休
の
庭
と
し
た
。
南
縄
寺
在
世
中
の
作
で
あ
る
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こ
と
。
慮
永
十
七
年

(
一
四
一
〇
)
～
鷹
永
三
十
年

(
一
四
二
二
)年

代
の
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

本
文
を
見
る
と
、
勅
修
百
丈
清
規
に
封
す
る
批
到
的
な
態
度
が

見
ら
れ
る
。

今
時
大
方
依
勅
修
清
規
掛
眞
字
安
肖
像
故
無
此
禮
可
借
念
請

一

切
略
不
知
有
壕

(達
摩
諦
の
行
者
調
維
の
項
)

愚
謂
校
勅
修
規
無
此
禮
蓋
禮
則
以
不
参
差
爲
妙
故
東
西
序
旅
進

旅
退
中
矩
中
規
故
有
此
禮
耳

(上
堂
の
項
)

愚
按
宋
南
渡
以
前
如
楊
岐
會
受
雲
蓋
詣
於
興
化
寺
開
堂
雲
峰
挽

赴
翠
岩
命
在
上
藍
開
堂
等
是
也
若
大
恵
口
径
山
至
臨
安
開
堂
於

明
度
與
則
錐
南
渡
後
猫
在
別
寺
開
堂
其
合
爲

一
蓋
大
恵
以
後
儀

也
見
暉
苑
及
校
定
清
規

(入
院
儀
式
の
項
)

と
あ
る
如
く
、
勅
修
百
丈
清

規
は
文

和
五
年

(
=
二
五
六
)
に
日

本
に
於
て
刊
行
さ
れ
た
わ
け
で
、
そ
の
後
中
巖
圓
月
を
始
め
と
し

て
義
堂
周
信
、
雲
章

一
慶
な
ど
の
人
々
に
よ
つ
て
講
義
提
唱
が
行

は
れ
た
。
當
時
代
に
は
清
規
關
係
で
は
中
巖
圓
月
の
講
義
の
影
響

に
よ
る

勅
修
百
丈
規
抄
の
類
が
、
義
堂
砂

・
桃
源
抄
な
ど
と
多

い
が
、
こ
れ
等
は
勅
修
百
丈
清
規
を
解
繹
し
て
い
る
の
に
止
ま

つ

て
居
り
、
特
に
東
漸
健
易
は
中
巖
圓
月
。
義
堂
周
信
の
影
響
あ
り

と
云
は
れ
な
が
ら
も
、
叢
林
拾
遺
に
お
い
て
は
勅
修
百
丈
清
規
に

封
し
て
批
到
的
な
も
の
が
あ
る
。
つ
ま
り
魔
々
に
惟
勉
規

(叢
林

校
定
溝
規
総
要
)
云
、

澤
山
規

(又
は
備

用
規
11
輝

林
日備
用
清

規
)
云
。
な
る
引
用
文
が
あ
る
こ
と
は
、
此
等
の
清
規
が
勅
修
百

丈
清
規
が
日
本
に
來
る
以
前
は
實
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、

勅
修
百
丈
溝
規
を
、
そ
れ
以
前
と
比
較
検
討
す
る
と
共
に
、
更
に

愚
謂
便
是
日
本
榜
様
手
並
不
載
古
現

(乗
佛
禮
儀
の
項
)

と
あ
る
如
く
、
日
本
古
來
の
法
儀
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
態
度

が
叢
林
拾
遺
の
特
色
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。

ま
た
、
三
巻
末
に
大
鑑
輝
師
小
清
規
を
附
録
と
し
て
攻
録
し
て

い
る
様
に
、
清
拙
正
澄
の
法
儀
を
取
上
げ
て
い
る
。

或
諸
山
禮
在
知
事
前
清
拙
和
尚
爲
準
次
上
堂
行
者
樋
鼓
如
常
雨

班
之
定
云
々

(入
院
儀
式
)

清
拙
和
尚
住
南
輝
時
後
堂
勤
奮
假
作
專
使
先
先
使
出
至
住
持
前

挿
香
爾
展
燭
禮
勅
黄
盛
整
度
與
勅
使
勅
使
進
度
住
持
住
持
接
得

伺
法
座
讃
了
後
度
専
使
専
使
接
得
安
卓
上
次
山
門
疏
等
皆
專
使

度
住
持
住
持
薫
燈
法
語
了
専
使
接
得
付
行
者
行
者
二
人
持
至
頭

首
前
頭
首
不
動
本
位
而
讃
之

(入
院
儀
式

の
末
)

と
あ
る
。
大
鑑
清
拙
の
南
縄
入
寺
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
清
拙
の

南
暉
寺
入
寺
は
建

武
三
年

(
一
三
三
六
)
十

一
月
に
て
、

大
鑑
清

規
の
新
住
持
入
院
や
開
堂
祀
聖
に
は
規
範
的

に
録
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
こ
の
様
に
具
膿
的
な
例
が
あ
げ
て
あ
る
の
は
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。
大
鑑
清
規
は
叢
林
拾
遺
と
共
通
貼
が
あ
る
の
は
、
惟
勉

清
規
や
備
用
清
規
を
引
用
し
て
、
日
本
古
來

の
錯
習
さ
れ
て
い
る

儀
式
を
正
し
い
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
意
途
が
あ
る
。
た
だ
大
鑑
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清
拙
の
頃
は
勅
修
百
丈
清
規
は
成
立
し
て
お
ら
ず
、
勅
修
百
丈
溝

規
を
批
到
し
て
い
る
の
は
東
漸
健
易
の
特
異
な
も
の
と
見
る
べ
き

で
あ
ら
う
。
更
に
勅
修
百
丈
清
規
は
輝
苑
清
規
や
縄
林
備
用
清
規

叢
林
校
定
清
規
な
ど
を
會
粋
参
同
し
て
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
よ
り

そ
の
取
捨
選
澤
し
た
こ
と
に
封
し
て
痛
烈
な
批
判
を
加
え
た
こ
と

に
も
な
る
。

更
に
、
途
亡
式
つ
ま
り
亡
偲
の
項
に
つ
い
て
、
中
國
の
清
規
に

記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
日
本
で
は
行
は
れ
て
い
な
い
も
の

が
あ
る
。
そ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。

凡
喪
主
須
老
成
宿
徳
圓
悟
爲
開
福
寧
主
喪
宏
智
作
書
遺
大
恵
輝

師
鵬
以
後
事
晦
堂
祀
心
入
滅
命
門
人
黄
逓
堅
主
後
事
豊
可
忽
乎

喪
主

一
々
請
諸
佛
事
、
入
寵

(日
本
未
構
之
)。
鎖
穂
。

墾
哀
。

奥
茶
。
奨
湯

(茶
湯
不
拘
時
節
)
。
封
簸
小
参

(物
故
之
夜
謂
之
大

夜
又
日
造
夜
蓋
宿
夜
也
)。
起
・籠
。
乗
炬
。
安
骨
。
起
骨

(以
綿
子

覆
之
)
。
入
塔

(鳴
鼓
鉱
)。

撒
土

(日
本
未
構
之
或
云
合
未
銭
土
三

物
撒
之
地
上
)。

入
塔

(或
掩
土
以
蓋
盛
土
侍
者
捧
之
)
。
祭
文

(不

拘
時
節
爲
師
爲
又
則
倒
讃
可
也
)
。

日
本
無
乗
炬

(炬
乃
如
蓬
華
刻
木
朱

其
色
蓋
形
火
諸
人
轄
而
互
用
之
)。

と
あ
る
。
申
國
の
亡
僧
葬
儀
の
檬
式
に
簡
略
化
が
見
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
つ
づ
い
て
重
要
な
こ
と
は
俗
人
の
葬
儀
の
様
式
が
清

規
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
最
初
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
も
の
が
あ

る
。
そ
の
様
式
を
封
比
す
る
た
め
に
櫓
俗
二
つ
に
わ
け
て
あ
げ
る

と

G提ゴ童
「コ

浬

葉
僧

修

行

渥

繋

心

 

提並口

俗
修

行

」し、

旛
旛

桃
燈

欽
鼓

印
籠

瓶

蓋

竹
箆

主
丈

法
衣

櫨
髄
眞
{

旛
旛

桃
燈

鉱
鼓

鉢
孟

蝕

旛
旛

燈

銭
鼓

剣

瓶
茶

馬
蓋

櫨

牌
眞

旛
旛

燈

銭
鼓

履

燭
湯

」i

傘

ー
椅

と
あ
る
。
俗
人
の
葬
儀
に
つ
い
て
は
、
勿
論

繹
宗
の
臨
依
者
、
居

士
と
か
大
姉
で
あ
る
が
、
清
規
の
上
の
で
取
上
げ
ら
れ
て
い
な
か

つ
た
が
、
恐
ら
く
亡
櫓
様
式
に
準
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
漸
健
易
の
行
状
は
、
綾
藝
書
類
從

(第
九
輯
下

・
傳
部
)。

本
朝
高
櫓
傳

(巷
三
九
)。

延
寳
傳
燈
録

(巻

一
四
)
な
ど
の
東

漸
健
易
傳
に
よ
る
と
。

興
國
四
年

(
一
三
四
三
)
遠
州
に
生
れ
、

(績
璽
書
類
從
は
京
兆

の
人
と
な
つ
て
い
る
)
姓
は
藤
原
氏
に
し
て
、
母
が

一
夕
龍
石
の

徴
を
夢
み
て
孕
ん
だ
が
故
に
幼
名
を
龍
石
子
と
い
つ
た
。
正
卒
七

年

(
一
三
五
〇
)
七
才
に
し
て
、
東
輻
寺
の
華
峰
櫓

一
に
つ
い
て
得

度
し
、
具
足
戒
を
受
け
た
。
佛
敏
書
。
儒
書

そ
の
他
の
書
物
を
精

讃
す
る
と
共
に
修
行
も
怠
る
こ
と
な
く
。
師
華
峰
櫓

一
の
寂
後
偏

く
諸
輝
刹
を
行
脚
し
て
鯖
り
、

建
長
寺
の
石
室
善
玖

(
=
一九
四
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～
一
三
八
九
)

の
會
下
に
典
賓
と
な
り
、

又
相

國
寺
に
入
つ
て
は

首
座
と
な
つ
た
。

明
徳
年
間

(
;
…九
〇
～
一
三
九
二
)
に
遠

江
の

華
藏
寺
、
撮
津
の
廣
嚴
寺
、
備
中
の
瑞
光
寺
な
ど
に
歴
住
し
、
ま

た
京
都
の
安
國
寺
に
住
し
た
と
き
の
様
子
を
岐
陽
方
秀

(
一
三
六

三
～
一
四
二
四
)
の
手
紙
に
よ
つ
て
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

(上
略
)
豫
法
兄
東
漸
西
堂
同
門
之
老
也
。
解
廣
嚴
印
以
來
、

寄
餅
錫
於
相
國
寺
。
去
十
八
日
領
相
帖
邉
京
安
國
寺
、
開
堂
日

揮
明
初
五
日
。
以
彼
寺
乏
能
丈
者
。
上
首
知
事
就
豫
。
求
足
下

山
門
疏
語
。
東
漸
亦
要
得
足
下
高
文
。
以
爲
我
榮
。
敢
告
留

一

雨
日
之
暇
。
以
垂
寵
賜
。
則
何
幸
如
之
。
相
足
下
訓
導
學
者
。

日
夕
懇
々
。
不
當
有
此
煩
稟
。
但
侍
奮
巻
。
以
忘
罪
戻
也

(下

略
)

と
、
五
山
文
學
の
は
な
や
か
な
り
し
當
時
、
行
學
に
す
ぐ
れ
て
い

た
こ
と
を
岐
陽
方
秀
は
推
賞
し
て
い
る
。
更
に
東
福
寺
六
七
世
と

し
て
入
寺
し
、
南
輝
寺
に
も
七
三
世
と
し
て
開
堂
し
、
大
將
軍
足

利
義
持
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
法
籏
に
列
席
し
て
い
る
。

慮
永
三
十
年

(
一
四
二
二
)
四
月
、
常
光
在
寺
に
退
隙
し
て
病
氣

と
な
り
療
養
し
て
い
る
と
き
、
示
寂
す
る
三
日
前
に
大
將
軍
足
利

義
持
が
見
舞
に
來
る
と
、
待
者
に
法
鼓
を
打
た
し
め
て
上
堂
し
て

(上
略
)
山
僧
入
此
門
、
己
経
七
十
三
年
、
薙
髪
於
此
、
老
成

於
此
、
今
正
欲
示
婦
就
之
虚
、
大
相
公
還
識
蹄
就
庭
、
墾
梯
子

日

一
毛
頭
上
定
乾
坤

(下
略
)

と
、

ま

た
示

寂

の
前

日

十

六

日

に
は

紛

(上
略
)
源
公
遣
γ使
求
法
語
、
易
便
上
堂
、

僻
衆
下
座
。

書

其
提
唱
之
語
以
進
之

(下
略
)

と
、
最
後
迄
輝
門
の
生
命
で
あ
り
、
最
も
大
切
な
法
儀
で
あ
る
、

上
堂
を
怠
ら
な
い
東
漸
健
易
の
態
度
は
、
如
法
綿
密
な
人
柄
で
あ

る
と
共
に
死
の
直
前
迄
實
践
し
よ
う
と
す

る
迫
力
に
感
歎
す
る
も

の
で
あ
る
。
四
月
十
七
日
に
端
坐
し
、
遺
偶
を

「威
音

一
箭
、
脚

頭
脚
尾
、
日
面
月
面
」
と
書
し
て
示
寂
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
本
朝
高
櫓
傳
の
著
者
萬
元
師
攣
は
次
の
如
く
激
賞
し

て
い
る
。

東
漸
師
年
登
八
衷
。

病
中
陞
堂
。

示
衆
書
。

以
慮
源
不
相
之

需
。
而
翌
日
途
唱
大
寂
滅
。
其
遊
戯
三
昧
緯
有
蝕
裕
。
始
知
。

李
日
之
言
語
文
章
悉
皆
爲
實
焉
。

今
時

和
明

之
僧
。

依
物
鯛

途
。
漫
弄
筆
墨
而
及
其
死
期
。
手
脚
忙
齪
。
不
得
敢
使

一
字
。

然
則
其
李
日
之
言
語
文
章
皆
悉
儒
也
己
。
鳴
乎
天
理
人
欲
同
事

異
行
。
到
此
不
能
正
。
則
迷
悟
公
私
何
以
別
之
。

と
あ
る
。
東
漸
は

ま
た
詩
文
竜
よ
く
し
、

早
く
よ
り
義

堂
周
信

(
一
三
二
五
～
一
三
八
八
)
な
ど
の
教
を
う
け
て

一
家
を
な
し
て
い

た
。
飼
寂
の
後
南
輝
寺
の
回
輝
庵
に
搭
し
、

諸
會
語
録
を
集
め

て
、
龍
石
藁

一
巻
が
東
幅
寺

一
華
院
に
現
藏
し
て
い
る
。

註
ω

縄
籍
目
録
に
よ
れ
ば
妙
心
寺
東
海
庵
に
無
著
道
忠
筆
窟
の
叢
林
拾

貴
略
清
規
東
漸
健
易
著
が
あ
る
。
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②

石
室
善
玖
は
鷹
安
元
年

(
一
三
六
八
)
建
長
寺
入
寺

㈹

績
藝
書
類
從
第
九
輯
下

ω

績
華
書
類
從
第
九
輯
下

㈲

易
と
は
東
漸
健
易
の
こ
と

㈲

延
寳
傳
燈
録
巻
十
四

Gり

一
華
院
の
開
創

は
通
隻
至
休
に
し
て
東
漸
健
易
と
の
關
係
は

「
通

嬰
至
休
ー
華
峰
信

一
-
東
漸
健
易
」
と
法
系
が
次
第
し
て
、
東
漸

健
易
は

一
時
二

華
院

に
住
持

し
て
い
た
。

庸
蛸
蝕
録
に
つ
い
て

無
著
道
忠
撰
述
の
書
物
に
庸
哨
余
録
巻
五
、

が
あ
る
。
巻
末
の
奥
書
に
よ
る
と
、

勅
修
溝
規
奮
砂
、
其
解
本
規
者
、

象
器
箋
撰
入
、
不
可
攻
此
二
書
、

棄
、
累
歳
不
邊
治
定
、

至
十
月
八
日
脱
棄
。

七
十
三
翁
無
著
忠
識

と
あ
る
。
無
著
道
忠
は
、

目
録

一
な

る
も

の

左
艦
取
之
、
其
解
名
色
者
、

録
之
名
庸
蛸
蘇
録
、
藁
本
委

享
保
十
年
乙
巳
七
月
廿
五
日
初
渉
筆
、

勅
修
百
丈
清
規
を
解
繹
し
た
と
き
、
本

文
の
訓
古
註
繹
書
と
し
て
は
勅
修
百
丈
清
規
左
艦
二
十
二
巻

(享

保
三
年
六
十
六
歳
の
と
き
な
る
)
が
あ
る
。
又
清
規
の
中
で
固
有

名
詞
を
取
上
げ
て
僻
典
と
し
た
も

の
に
は
琿
林
象

器
箋
二
十
巻

(正
徳
五
年
六
十
三
歳
の
と
き
な
る
)
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
此
の

二
書
に
牧
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
牧
録
し

て
作

っ
た
も
の
を
庸
哨
踪
録
と
名
付
け
。
無
著
七
十
三
歳
の
と
き

の
享
保
十
年

(
一
七
二
五
)
七
月
廿
五
日
に
筆
を
取
り
初
め
て
十

月
八
日
に
腕
稿
し
て
い
る
。

つ
ま
り
七
十
六
日
間
で
完
成
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
庸
哨
蘇
録
の
序
文
に
よ
る
と

豫
曾
読
勅
修
清
規
、
而
著
左
鰭
数
函
、
其
間
有
不
可
交
読
者
、

ω

都

別
製

此

書
、

題

名
庸

哨

蝕
録

、

宋

所
筆

記

云

、
斉

魏
間

、

以

人
有

儀

矩

可
喜

者

、

謂
之

庸
哨

、

斉

東
野

語

鮮

解

と
あ

る
。

庸

哨

と
名

付

け

た
意
義

を
述

べ
て

い

る
。

そ

の
目
録

を

あ
げ

て

み

る
と

、

巻

一
に

は
、
朝

制

・
接

官

・
請

謝

。
入
院

。
退
院

。
開

堂

。
上

堂

・
小

参

。
乗

彿

。
普
説

。
入
室

。
拮
香

。

巻

二
に

は
。
唱

佛

。
祀
聖

。
念

講

。
調
経

・
看

経

。
聲
明

。
坐

縄

。
得

度

。
戒

槍

。
威

儀

。
班

位

。
住

持

進

退

・
進

退

・
焼

香

。
脆

櫨

。

巻

三

に
は
。

禮

敷

。
禮

葬

・
問

訊

。
坐
起

・
入
浴

。
上
測

。
作

務

。
爾

序

。
知

事

。
頭

首

・
待

者

・
行

者

。
構

呼

。
殿
堂

。
唄

器

・
鐘

。

巻
四

に
は
。

更

黙

。
鼓

。
版

。
槌

。
磐

鈴

。
像

設

。
牌

銘

・
疏

榜

。
回

向

。
印
封

。
文

牒

。
書

式

。
荘

飾

。

巻

五
に

は
。
服

章

・
嘲
施

・
銭
別

・
祭

供

。
茶

湯

。
煎

黙

・
啖

食

。
會

齋

。
三
佛

會

・
祀

忌

。
國

忌

・
入
牌

。
迭
喪

。
施

食

法

薦

亡

。
黄
巣

山

萬

編
寺

慈

悲
水

餓

請

位
。
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附
録

堂
規
。

で
あ
る
。
堂
規
の
末
に

「右
堂
規
唐
曾
手
述
在
龍
華
、
蓋
黄
粟
山

所
行
者
」。

と
あ
る
。
黄
環
宗
の
琿
堂
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
に
庸
哨
鯨
録
の
援
書
目
録
を
作
つ
た
が
、
そ
の
分
類
方
法
は

色
々
あ
ら
う
が
、
暉
林
象
器
箋
に
從
つ
て
作

つ
た
。

内
典
。
1
、
経
疏
部

華
嚴
経
。
華
嚴
経
探
玄
記
。
梵
綱
経
。
梵
綱
経
疏
。
圓
覧
経
。

首
榜
嚴
経
。
維
摩
経
三
註
。
大
般
若
繹
。
摩
詞
般
若
心
経
。
法

華
経
。
大
威
徳
消
災
陀
羅
尼
。
大
寳
積
維
。
中
阿
含
経
。
正
法

念
虚
経
。
三
千
威
儀
経
。
勝
天
王
般
若
経
。
佛
本
行
集
経
。

2
、
律
部

十
諦
律
。
四
分
律
。
五
分
律
。
摩
詞
檜
祇
律
。
摩
得
勤
伽
。
善

見
毘
婆
沙
律
。

3
、
論
部

喩
伽
師
地
論
。

4
、
申
國
日
本
撰
出
佛
教
書
關
係

法
苑
珠
林
、
祇
園
圖
経
、
繹
氏
要
覧
、
繹
門
蹄
敬
義
、
南
山
埆

輝
地
、
行
事
砂
、
資
持
記
、
六
物
圖
、
出
要
律
義
、
漂
土
指
蹄

集
、
律
暦
志
、
四
河
入
海
、
別
受
八
齋
戒
法
。

5
、
櫓
史
關
係

唐
高
僧
傳
、
繹
門
正
統
、
編
年
通
論
、
元
亨
繹
書
。

6
、
暉
史
關
係

景
徳
傳
燈
録
、
朕
燈
會
要
、
暉
林
櫓
寳
傳
、
五
家
正
宗
質
、
正

燈
録
。

7
、
行
状
關
係

海
藏
虎
關
紀
年
録
、
建
仁
顯
令
和
尚
入
寺
記
。

8
、
琿
集
關
係

碧
嚴
集
、
永
李
正
法
眼
藏
、
璽
玉
集
、
輝
林
寳
訓
、
人
天
寳
鑑

雪
堂
拾
遺
録
、
雲
臥
紀
談
、
叢
林
盛
事
、
竹
窓
二
筆
、
紙
衣
謄

無
住
雑
談
集
、
義
堂
日
工
集
、
臥
雲
日
件
録
、
宗
門
難
録
、
租

庭
事
苑
、
東
輻
維
禮
、
東
幅
難
記
、
石
漢
難
録
、
因
果
録
、
不

二
砂
。

9
、
清
規
關
係

右
清
規
、
暉
苑
清
規
、
校
定
清
規
、
備
用
清
規
、
勅
修
清
規
、

勅
修
清
規
雲
桃
砂
、
月
用
清
規
、
月
用
清
規
解
、
月
用
規
範
、

幻
住
庵
清
規
、
大
鑑
清
規
、
村
寺
溝
規
、
永
卒
清
規
、
東
漸
略

清
規
、
南
暉
規
式
、
天
龍
年
中
行
事
、
東
輻
清
規
、
教
苑
清
規

律
苑
清
規
。

10
、
暉
録

趙
州
論
録
、
玄
沙
備
廣
録
、
、大
隔
眞
録
、
雪
寳
顯
録
、
興
化
漿

録
、
雲
峰
挽
録
、
大
慧
普
論
、
普
庵
粛
録
、
療
紹
沖
録
、
盧
堂

恵
録
、
無
學
中
國
眞
如
録
、
約
翁
倹
録
、
竺
仙
仙
録
、
清
拙
澄

録
、
夢
窓
石
録
、
虚
舟
度
径
山
録
、
無
象
録
、
蒙
山
録
、
中
嚴

月
録
、
義
堂
信
録
、
見
桃
録
、
慧
林
録
、
海
會
語
録
。
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11
、

暉
文

關

係

物

初
縢

語

、
輝

儀
外

交

、
別

源

南
游

集

、

因

師
集

賢
録

、

暉
文

格
。

外

典

12
、
経

部

尚
書

、

論

語
、

禮

記
、

毛
詩

、

杜

詩
。

13
、
史

部

史

記
、

宋
史

、

通

鑑
綱

目

、
晴

史

遺
文

。

14
、
集

部

柳

河
東

集

、
韓

昌

黎
集

、

東
披

詩

集
、

東

披
詩

集

、
文

罷

明

辮

翰

墨
大

全

。

15
、
襟

部

宋

祁
筆

記

、
夢

漢

筆
談

、

斉

東
野

語

、
容

齋

三
筆

孔

子

家
語

、

尭

山

堂
外

紀

、
朱

子
語

録

、

皇
朝

類

苑
、

徐

氏
筆

精

、

三
才

圖

會

、
文

献

通

考
、

韻
語

陽

秋

、
居

家

必

用
、

事

物
紀

原

、
経

國

大

典

註
解

、

小
補

韻
會

、

字
彙

、

焦

氏
類

林

、

遊
客

日
記

、
酔

菩

提

、

趙
氏

蓮
城

、
清

訓

拾

要

、
水

濡
傳

、

五
百
問

、

句
解

、

曲

禮

、
梨

窓

随
筆

、

古
　

記

、

正
字

通

、
太

李

記

。

と

、
以

上

の
分
類

が
出
來

る
。

援

書

一
七
九

部

に
及

び
博

學

強
覧

と

は

こ

の
事

で
あ

ら
う

。

註
ω

無
著
道
忠

に
つ
い
て
は
、
飯
田
利
行
氏

「
學
聖
無
著
道
忠
」

(昭

和
十
七
年
十

一
月
獲
行
青
梧
堂
刊
)
。

松
本
文

三
郎
氏

「
先
徳

の

芳
濁
」
三
二

一
頁

(昭
和
十
九
年
十

一
月
獲
行
創
元
肚
刊
)
な
ど

に
あ
る
。

②

庸
哨

(ホ
シ

ョ
ウ
)
と
は
諸
橋
漢
和
大
僻
典

に
よ
れ
ば
人

の
手
本

と
な
る
者
。
又
屋
勢
の
曲
折
あ
る
も

の
、
波
峙
。
(湘
煙
録
)
北
齊

魏
牧
謂
庸
哨
難
/
爲
齊
魏

間

人
之
有
二
儀
矩
可
ノ
喜
有
↓
則
謂
二
之
庸

靖
↓今
造
屋
勢
有
一曲
折

一者
匂
二庸
哨
↓俗
又
俗
又
轄
語
爲
二
波
哨
↓

㈹

庸
哨
絵
録
巻
六

(目
録
を
含
む
)
は
建
仁
寺
爾
足
院
藏
本
を
見

せ

て
頂

い
た
も

の
で
あ
る
。

ω

宋
郡

は
宋
安
陸
の
入
、
字
は
子
京
、
誰
は
景
文
、
兄

の
靡
と
同
じ

く
進
士
に
摯
げ
ら

れ
二
宋
と
呼
ば
れ
た
。
龍
圖
閣
學
士
、
史
館
修

撰
と
な
り
、
欧
陽
修
と
共
に
唐
書
を
修
む
。
後
工
部
街
書
翰
林
學

士
承
旨
に
至
る
。
著
書
に
宋
景
文
集
、
盆
部
方
物
略
。
筆
祀
が
あ

る
。

(宋
史
二
八
四
)

(宋
史
新
論
八
六
)

(東
都
事
略
六
五
)

(隆
卒
集
五
)

(名
臣
碑
傳
碗
集
上
七
)
。

㈲

齊
東
野
語

二
十

二
巻
。
宋
周
密
撰
、

こ
の
書
物
は
南
宋
の
菖
事
を

録

し
、
録
す
る
と
こ
ろ
は
往
往
宋
史

の
闘
を
補
う

に
足
る
も

の
で

考
謹
古
義
皆
極
め
て
典
核
で
あ
る
。

(四
庫
提
要
子
雑
家
類
)


